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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公開番号】特開2019-1776(P2019-1776A)
【公開日】平成31年1月10日(2019.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2019-001
【出願番号】特願2018-92661(P2018-92661)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ   7/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  15/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ    7/13     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   15/08     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   15/00     １０１Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月14日(2021.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　純度及びパラキシレンの収率に関するこのレベルのパフォーマンスは、当該方法の目標
に適合しており、後続の実施例の参照として用いた。
 
　実施例２（「パフォーマンス不足」のユニット）：
　実施例１に示したように純度及びパラキシレンの収率に関して最適に調整されたとみな
されているユニットから開始して、同じ脱着剤比を維持しながら生産性を向上させるため
にサイクル時間を短縮することとした。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　シミュレーションにより、９９．６９％のパラキシレン純度が、９７．３％のパラキシ
レン収率で、１５９．６ｋｇＰＸ・ｈ－１・ｍ－３の生産性で得られた。したがって、こ
のように調整されたユニットは、それぞれ９９．７８％及び９７．７％である純度及び収
率目標と比較すると、「パフォーマンス不足」のユニットであった。
 
　実施例３（「過パフォーマンス」のユニット）：
　実施例１において検討したユニットから開始して、同じ脱着剤比を維持しながら純度及
びパラキシレン収率の観点でパフォーマンスを向上させるために、サイクル時間を増加さ
せることとした。
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